
74－　 －

第２編　財務報告

１　一般会計

　(1) 会員一般会計

　平成29年度（自平成29年４月１日　至平成30年３月31日　以下「本年度」という。）における

収支状況は、事業活動収支差額△667,324千円、投資活動収支差額705,131千円、財務活動収支

差額△37,806千円で、当期収支差額及び次期繰越収支差額はゼロとなった。

　(2) 特別会員一般会計

　本年度における収支状況は、事業活動収支差額14,867千円、財務活動収支差額△122千円で、当

期収支差額14,744千円となった。これに前期繰越収支差額70,939千円を加え、次期繰越収支差額は

85,683千円となった。

　(3) 特定業務会員一般会計

　本年度における収支状況は、事業活動収入、支出とも同額の3,360千円で、当期収支差額及び次

期繰越収支差額はゼロとなった。

２　特別会計

　(1) 会員特別会計の状況

①　金融・証券教育支援事業特別会計

　金融・証券教育支援事業特別会計は、教育・普及・推進事業等に係る収支等の明確化を図るた

めに設けられている。本年度における収支状況は、事業活動収入、支出とも同額の585,444千円で、

当期収支差額はゼロとなった。これに前期繰越収支差額6,127千円を加え、次期繰越収支差額は

6,127千円となった。

②　システム利用特別会計

　システム利用特別会計は、Ｊ－ＩＲＩＳＳ、ＳＩ‐Ｎｅｔ、反社情報照会システム、大株主デー

タ関係の運営活動に係る収支等の明確化を図るために設けられている。本年度における収支状況

は、事業活動収支差額4,121千円、投資活動収支差額20,834千円、財務活動収支差額△22,377千円

で、当期収支差額は2,578千円となった。これに前期繰越収支差額△5,919千円を加え、次期繰越

収支差額は△3,340千円となった。

③　証券市場基盤整備基金特別会計

　証券市場基盤整備基金は、証券市場のための共同ネットワーク構築等、特定の事業への資金提

供を目的に設けられていたが、本年度期首に証券市場基盤整備基金の残高を会員証券市場活性化

基金及び本部事務所移転基金に拠出し解散した。本年度における収支状況は、事業活動収支差額

△11,051,161千円、投資活動収支差額11,051,161千円で、当期収支差額はゼロとなった。
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④　会員証券市場活性化基金特別会計

　会員証券市場活性化基金は、金融・資本市場の活性化に資する本協会事業を円滑にするために

設けられている。本年度は、Ｊ－ＩＲＩＳＳ等システム費用へ充当するため、本年度期首に証券

市場基盤整備基金から398,000千円の拠出を受入れ、当該拠出金のシステム利用特別会計への繰

入金支出として、125,193千円を計上した。またNISA推進活動事業等に係る特別事業として、広

報活動事業費204,000千円を支出し、収支状況は、事業活動収支差額68,000千円、投資活動収支

差額△68,000千円で、当期収支差額はゼロとなった。年度末における正味財産合計額は、1,979,429

千円である。

⑤　本部事務所移転基金特別会計

　本部事務所移転基金は、非常時における証券市場の機能維持等に資するため本年度期首に証券

市場基盤整備基金の残高を本部事務所移転基金に拠出して設立した。本年度は、事業活動収支差

額10,677,722千円、投資活動収支差額△10,677,722千円で、当期収支差額はゼロとなった。年度

末における正味財産合計額は、10,677,161千円である。

⑥　地区特別事業特別会計

　地区特別事業特別会計は、本協会の大阪・東北及び九州の各地区協会において遂行する事業活

動に係る収支等の明確化を図るために設けられている（東北地区協会における地区特別事業特別

会計は本年度10月に清算し廃止）。本年度における収支状況は、事業活動収支差額及び当期収支

差額で22千円となった。これに前期繰越収支差額4,762千円を加え、次期繰越収支差額は4,784千

円となった。

　(2) 統合特別会計の状況

資格管理事業統合特別会計

　資格管理事業統合特別会計は、外務員登録事業、外務員資格試験・更新研修事業にかかる財務

状況を明確にするために設けられている。

　本年度における収支状況は、事業活動収支差額20,579千円、投資活動収支差額△993千円、財

務活動収支差額△26,046千円で、当期収支差額は△6,460千円となった。これに前期繰越収支差

額408,894千円を加え、次期繰越収支差額は402,434千円となった。

　(3) 基金統合特別会計の状況

①　協会員一般基金統合特別会計

　協会員一般基金は、本協会の財政基盤を強化し、一般事業を円滑にするために設けられている。

本年度における収支状況は、事業活動収支差額35,413千円、投資活動収支差額395,449千円で、

当期収支差額は430,863千円となった。これに前期繰越収支差額772,384千円を加え、次期繰越収

支差額は1,203,248千円となった。年度末における正味財産合計額は、6,324,775千円である。

②　協会員証券市場公正化基金統合特別会計

　協会員証券市場公正化基金は、金融・資本市場の公正化に資する本協会事業を円滑にするため

に設けられている。本年度における収支状況は、事業活動収支差額63,837千円、投資活動収支差
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額△63,837千円で、当期収支差額はゼロとなった。年度末における正味財産合計額は、3,640,718

千円である。

特記：

１．公益法人会計基準の導入

　本協会では、財務諸表の利用者である協会員をはじめ、税制優遇を受けている法人であることから

広く納税者の視点に立ち、理解しやすい情報を提供する等の見地から、平成19年度より公益法人会計

基準を適用している。

２．外部監査の導入

　本協会では、協会運営の財務面の透明性・信頼性を高める見地から、定款に基づく会員監事及び常

任監事による会計・業務監査に加え、平成11年度より外部の中立的な監査法人に会計監査を委嘱する

こととしている。なお、平成19年度から「監査法人トーマツ」（平成21年、名称を「有限責任監査法人トー

マツ」に変更）を会計監査人として選任している。
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